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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
羽根と、
前記羽根を回転させるための電動モータと、
前記羽根を覆うガード部と、
前記ガード部を左右に回動させるための首振り機構と、
設置状態のままで電動工具用のバッテリパックを設置面に沿ってスライドさせることで取
り付け、取り外し可能なバッテリ装着凹部と、
該バッテリ装着凹部を前記設置面に対して支持する左右一対の脚部と、を有する扇風機。
【請求項２】
請求項１記載の扇風機であって、前記首振り機構は、首振りモータを駆動源とすることを
特徴とする扇風機。
【請求項３】
請求項１又は２記載の扇風機であって、前記バッテリ装着凹部が形成される台座部を有し
、前記台座部には、交流を直流に変換するためのＡＣ電源アダプタを接続するためのアダ
プタ接続部が設けられていることを特徴とする扇風機。
【請求項４】
請求項３記載の扇風機であって、前記台座部の正面には使用者が操作する操作パネルが設
けられることを特徴とする扇風機。
【請求項５】
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請求項４記載の扇風機であって、前記操作パネルには、前記首振りモータを起動するため
のボタンが配置されていることを特徴とする扇風機。
【請求項６】
請求項１～５の何れか１項に記載した扇風機であって、前記首振りモータは、前記羽根の
下方に配置されており、前記首振りモータを設置面に対して支持する左右一対の脚部を有
することを特徴とする扇風機。
【請求項７】
羽根と、
前記羽根を回転させるための電動モータと、
前記羽根を覆うガード部と、
前記ガード部を左右に回動させるための首振りモータと、
設置状態のままで電動工具用のバッテリパックを設置面に沿ってスライドさせることで取
り付け、取り外し可能なバッテリ装着凹部と、
該バッテリ装着凹部を前記設置面に対して支持する左右一対の脚部と、を有し、
　前記電動モータが前記羽根の背面側に配置され、前記首振りモータが前記羽根の下方に
配置された扇風機。
【請求項８】
羽根と、
前記羽根を回転させるための電動モータと、
前記羽根を覆うガード部と、
前記ガード部を左右に回動させるための首振り機構と、
設置状態のままで電動工具用のバッテリパックを設置面に沿ってスライドさせることで取
り付け、取り外し可能なバッテリ装着凹部と、
該バッテリ装着凹部を前記設置面に対して支持する左右一対の脚部と、
前記左右一対の脚部間に、前記バッテリ装着凹部が形成される台座部を有し、該台座部の
正面に、電源ボタンと、風量切り換えボタンと、首振りボタンと、タイマーボタンと、を
有する扇風機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、バッテリ式の扇風機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　充電式のバッテリ（直流電源）を電源とする扇風機は、一般家庭の交流１００Ｖ電源を
必要としないことから、例えば建築工事現場等の様々な場所に持ち運んで使用できる。ま
た、バッテリを取り外して別途用意した充電器で充電すれば繰り返し使用することができ
る。例えば、建築工事現場等において、電気ドリルやねじ締め機等の電動工具のバッテリ
として用いられる充電式のバッテリパックを電源として利用できれば、この種のバッテリ
パックを扇風機と電動工具とで効率よく使い回すことができる。
　下記の特許文献には、充電式のバッテリパックを電源とする扇風機に関する技術が開示
されている。開示された技術によれば、比較的重量の大きなバッテリパックを支脚の下端
部に装着して置き台として機能させる構成であるので、扇風機を安定して設置しておくこ
とができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平3-172598号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかしながら、上記従来の扇風機では、いわゆる首振り機能を備えないため、一旦設置
すればその送風方向が固定されてしまう。このため、送風方向を変更する場合には作業を
中断して当該扇風機の設置向きを変更する必要があり、この点で使い勝手を改善する必要
があった。
　本発明は、係る従来の問題に鑑みてなされたもので、電動工具の充電式バッテリパック
を電源として利用できる扇風機（充電式ファン）であって、首振り機能を備えることによ
り従来よりもより広範囲に向けて送風できるようにしてその使い勝手を一層高めることを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記の課題は、下記の発明によって解決される。
　第１の発明は、電動工具用のバッテリパックを電源とする電動モータにより回転する羽
根をガード部内に収容した本体部と、本体部を設置面上に設置させる台座部を備え、台座
部に対して本体部を左右に回動させる首振り機構を備えた扇風機である。
　第１の発明によれば、台座部の設置向きを変更することなく首振り機構により本体部を
左右に回動させればその送風向きを変更することができるので、当該扇風機の使い勝手を
高めることができる。
　また、第１の発明によれば、電動工具のバッテリパックを電源として利用することがで
きるので、建築作業現場等において、交流電源等を用意しなくとも当該扇風機を利用する
ことができる。扇風機は、暑い作業環境において涼風を発生させるため、あるいは周辺の
粉塵等を吹き飛ばす等して、主として作業環境を良好に保つために利用することができる
。
　第２の発明は、第１の発明において、首振り機構は、自動で左右に回動し、かつ自動で
往復切り換えさせる構成とした扇風機である。
　第２の発明によれば、本体部の回動（首振り）が自動（電動）でなされ、かつ左右回動
方向の切り換えが自動でなされることから、使用者自身が本体部の送風向きを変更する手
間を掛ける必要がないので、当該扇風機の使い勝手を一層良くすることができる。しかも
、自動で左右に往復回動することから本体部の送風範囲をより広範囲に設定することがで
き、この点でも当該扇風機の使い勝手を高めることができる。
　第３の発明は、第１又は第２の発明において、ガード部は、前ガードと後ろガードを突
き合わせて結合した前後二分割構造とされ、本体部の首振り軸線を前ガードと後ろガード
の結合面上に位置させた扇風機である。
　第３の発明によれば、ガード部の結合面に一致した首振り軸線を中心にして本体部が回
動することから、当該本体部をよりコンパクトに（より狭いスペース内で）回動させるこ
とができ、この点で当該扇風機の使い勝手を高めることできる。
　第４の発明は、第１～第３の何れか一つの発明において、本体部の下部に首振り機構部
を備えた扇風機である。
　第４の発明によれば、本体部が首振り機構を介して台座部の上面に支持されていること
から、安定した設置状態を得ることができる。
　第５の発明は、第１～第４の何れか一つの発明において、本体部の首振り軸線に対して
バッテリパックの重心を左右方向で一致させ、かつ前後方向で当該重心を前側に位置させ
た扇風機である。
　第５の発明によれば、比較的重量の大きなバッテリパックと電動モータを首振り軸線を
中心にして前後方向及び左右方向にバランスをとることができるので、特に首振り時にお
ける当該扇風機の設置の安定性を高めることができる。
　第６の発明は、第１～第５の何れか一つの発明において、バッテリパックと設置面との
間に当該バッテリパックの着脱操作用のスペースを設けた扇風機である。
　第６の発明によれば、扇風機をわざわざ持ち上げて設置面から浮き上がらせなくとも設
置した状態のままで、スペース内に手を差し入れてバッテリパックを着脱することができ
るので、バッテリパック着脱時の操作性若しくは取り扱い性を高めることができる。



(4) JP 5602922 B2 2014.10.8

10

20

30

40

50

　第７の発明は、第１～第６の何れか一つの発明において、台座部は、台座本体と台座本
体を設置面に対して支持する脚部を備え、この脚部をバッテリパックの装着方向を含む鉛
直面に対して直交する方向に張り出す状態（バッテリパックの装着方向に向かって左右側
方へ張り出す状態）に設けた扇風機である。
　第７の発明によれば、例えば台座部の正面からバッテリパックを着脱操作する構成とし
た場合において、脚部が台座部の側方から張り出す状態に位置して邪魔にならないのでそ
の操作性及び取り扱い性を高めることができる。
　第８の発明は、第１～第７の何れか一つの発明において、本体部は台座部に対して前傾
可能に支持されており、かつ電動モータが本体部の背面に配置されており、この電動モー
タに当該扇風機持ち運び用のハンドルを設けた扇風機である。
　第８の発明によれば、ハンドル部を本体部の上部に上方へ張り出す状態に設けた場合に
比して当該扇風機の全高をコンパクト化することができる。また、ハンドル部を把持して
当該扇風機を持ち運ぶ場合に、本体部が台座部に対して相対的に前傾して当該扇風機の重
心をハンドルの鉛直方向下方に変位させることができ、これにより当該扇風機を重量バラ
ンスの良い安定した姿勢で楽に持ち運ぶことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本実施形態に係る扇風機の全体正面図である。
【図２】図１の(II)矢視図であって、扇風機の右側面図である。
【図３】図１の(III)矢視図であって、扇風機の左側面図である。
【図４】図３の(IV)矢視図であって、扇風機の全体背面図である。
【図５】図１の(V)矢視図であって、扇風機の平面図である。
【図６】図１の(VI)矢視図であって、扇風機の底面図である。
【図７】図４中(VII)-(VII)線断面矢視図であって、首振り機構の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　次に、本発明の実施形態を図１～図７に基づいて説明する。図示するように本実施形態
の扇風機１は、本体部１０と台座部２０を備えている。本体部１０は、電動モータ１１（
直流モータ）と、この電動モータ１１で回転する３枚羽根形式の羽根（ファン）１２と、
羽根１２の周囲を覆うガード部１３と、ガード部１３を介して当該本体部１０を台座部２
０に支持する支持枠部１４を備えている。台座部２０は、この本体部１０を設置面Ｆ上に
設置（自立）させる機能を有するもので、台座本体２１と左右一対の脚部２２，２２を備
えている。
　本体部１０のガード部１３は、それぞれ円形椀形の前ガード１３ａと後ろガード１３ｂ
が結合面Ｊ２で相互に突き合わされた前後二分割構造を有している。前ガード１３ａと後
ろガード１３ｂは、それぞれ鋼線を同心円上に配置した複数の円形枠と放射方向に配置し
た複数の放射枠が結合された網目構造を有している。
　ガード部１３の背面中央（後ろガード１３ｂの中央）に電動モータ１１が配置されてい
る。この電動モータ１１の上部には持ち運び用のハンドル部１５が設けられている。この
電動モータ１１は、後述するバッテリパック２３を電源として起動する。
　ガード部１３の左右側部が、相互に同軸の傾動支軸部１４ａ，１４ａを介して支持枠部
１４に支持されている。ガード部１３は、左右の傾動支軸部１４ａ，１４ａを中心にして
前後に一定の角度範囲内で傾動可能に支持されている。左右の傾動支軸部１４ａ，１４ａ
には、リーフスプリングによるポジティブストップ機構が組み込まれている。このポジテ
ィブストップ機構によりガード部１３ひいては本体部１０の前傾姿勢又は後傾姿勢を任意
の傾斜角度で位置保持できるようになっている。図４に示すように背面視で、この前後傾
動軸線Ｊ１上であって左右の傾動支軸部１４ａ，１４ａ間の中央に電動モータ１１が配置
されている。
　支持枠部１４は、ガード部１３の下側ほぼ半周の範囲に沿った半円弧形状を有する枠体
で、その左右上端部に傾動支軸部１４ａ，１４ａが設けられている。図４に示すようにこ
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の支持枠部１４の中央（下端部）に設けた本体支軸部１４ｂを介して当該本体部１０が台
座本体２１の上面に支持されている。この本体支軸部１４ｂの軸線（後述する首振り軸線
Ｊ０）は、ガード部１３の結合面Ｊ２上に位置している。このため、本体部１０をよりコ
ンパクトに（より狭いスペース内で）首振り（回動）させることができる。
　本体支軸部１４ｂは、台座本体２１に内装された首振り機構３０に結合されている。こ
の首振り機構３０によって本体部１０は、左右に一定角度の範囲で回動可能（首振り可能
）に支持されている。この首振り機構３０については後述する。
【０００８】
　台座部２０の台座本体２１は矩形箱体をなし、内部に主として上記した首振り機構３０
と電源回路部と操作部を内装している。この台座本体２１の下面側にバッテリパック２３
が装着されている。バッテリパック２３は、台座本体２１の正面側下面に設けたバッテリ
パック装着用の凹部２１ａ内に装着されている。バッテリパック２３は、このバッテリ装
着凹部２１ａ内からほぼはみ出さない状態に装着される。このバッテリパック２３は、例
えば電動ねじ締め機やグラインダ等のバッテリ式電動工具の電源として用いられるスライ
ド装着式のリチウムイオンバッテリで、これら電動工具から取り外したバッテリパックを
そのまま用いることができる。
　このバッテリパック２３は、バッテリ装着凹部２１ａに対して前後にスライドさせるこ
とにより取り付け、取り外しされる。図１に示すようにこのバッテリパック２３の正面に
は取り外しボタン２３ａが設けられている。この取り外しボタン２３ａを指先で図１にお
いて下側に押し下げることにより、当該バッテリパック２３を図１において手前側（正面
側）にスライドさせてバッテリ装着凹部２１ａから取り外すことができる。取り外したバ
ッテリパック２３は、別途用意した充電器で充電することにより、当該扇風機１の電源と
してあるいは別の電動工具の電源として繰り返し利用することができる。このバッテリパ
ック２３の電力が図示省略した電源回路を経て電動モータ１１あるいは後述する首振りモ
ータ３１等に供給される。
　バッテリパック２３はバッテリ装着凹部２１ａ内に取り付けた状態において、その重心
が首振り軸線Ｊ０に一致するようその装着部位が設定されている。このため、比較的重い
重量物であるバッテリパック２３を装着した状態において、当該扇風機１を安定した状態
で設置しておくことができる。
【０００９】
　台座本体２１は、左右一対の脚部２２，２２によって設置面Ｆから浮き上がった位置に
支持される。この脚部２２，２２によって台座本体２１が設置面Ｆとの間に、使用者が手
先を差し入れてバッテリパック２３の取り付け、取り外しを楽に行うための操作スペース
Ｓが設けられている。
　左右の脚部２２，２２は、バッテリパック２３の装着方向を含む鉛直面に対して直交す
る方向であって台座本体２１の左右側部から側方へ張り出す状態に設けられている。
　左右の脚部２２，２２は、それぞれ１本の鋼管を折り曲げて矩形枠組み状に形成したも
ので、左右対称に設けられている。以下、左側の脚部２２について説明する。図では右側
の脚部２２についても同位の符号が付されている。左側の脚部２２は、台座本体２１の左
側部から側方へ延びる上側方部２２ａ、上側方部２２ａの左端部から前方へ延びる上前後
部２２ｂ、上前後部２２ｂの前部から下方へ延びる縦部２２ｃ、縦部２２ｃの下部から後
方へ延びる下前後部２２ｄ、下前後部２２ｄの後部から右方に延びる下側方部２２ｅを有
している。下側方部２２ｅは、台座本体２１の後部に設けた脚部台２１ｂに結合されてい
る。左右の脚部２２，２２は、この脚部台２１ｂで相互に結合されている。
　左右脚部２２，２２の各部２２ａ，２２ｂ，２２ｃ，２２ｄ，２２ｅは滑らかに湾曲す
る角部を経て相互に連続的に結合されている。縦部２２ｃと下前後部２２ｄとの角部、下
前後部２２ｄと下側方部２２ｅとの間の角部には、それぞれ樹脂製の脚部ガード２５，２
６が取り付けられている。図示するように、この脚部ガード２５，２６が左右の脚部２１
，２１においてそれぞれ設置面Ｆに接地されている。この樹脂製の脚部ガード２５，２６
を介して左右脚部２２，２２が設置面Ｆに接地されることにより当該設置面Ｆの傷付きが
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防止される。
【００１０】
　次に、前記したように台座本体２１内には、首振り機構３０が内装されている。この首
振り機構３０は、本体部１０を左右に一定の角度範囲で回動（首振り）させる機能を有す
るもので、本実施形態ではこの首振りが電動（自動）でなされるようになっている。
　図４及び図７に示すように本実施形態の首振り機構３０は、首振りモータ３１を駆動源
とする電動式となっている。首振りモータ３１の出力軸３１ａには偏心円板３２が取り付
けられている。この偏心円板３２の上面周縁部には１本の偏心ピン３３が上方へ突き出す
状態に取り付けられている。一方、台座本体２１の上面から内部に突き出された本体部１
０の本体支軸部１４ｂには、作動アーム３４が取り付けられている。この作動アーム３４
は本体支軸部１４ｂから径方向に張り出す状態に固定されている。この作動アーム３４に
は、その長手方向に長い長溝孔形状の係合孔３４ａが設けられている。この係合孔３４ａ
内に、上記偏心ピン３３が下方から進入されている。
　このため、首振りモータ３１が起動すると、偏心円板３２の回転に伴い偏心ピン３３が
首振りモータ３１の出力軸線回りに公転する。偏心ピン３３の公転運動は、当該偏心ピン
３３が係合孔３４ａ内に沿って移動することにより当該係合孔３４ａの長手方向成分が吸
収され、それ以外の変位成分が作動アーム３４に揺動運動として伝達される。偏心ピン３
２の公転運動により、作動アーム３４が首振り軸線Ｊ０回りに一定の角度範囲で往復動（
回動）し、これにより本体部１０が左右に回動（首振り）する。
【００１１】
　図１に示すように台座本体２１の正面上部には、使用者が操作する操作パネル２４が設
けられている。この操作パネル２４の中央には、電源ボタン２４ａが配置されている。こ
の電源ボタン２４ａを押し操作すると本体部１０の電動モータ１１が起動してファン１２
が回転する。ファン１２が回転すると正面側から送風が発生する。このオン状態で電源ボ
タン２４ａを押し操作すると、電動モータ１１が停止してファン１２の回転が停止する。
　電源ボタン２４ａの向かって右側には、風量切り換えボタン２４ｂが配置されている。
この風量切り換えボタン２４ｂを押し操作する回数によって風量の強弱が三段階に切り換
えられる。切り換えられた風量は、この風量ボタン２４ｂの上側に配置された三つの風量
表示ランプ２４ｃ～２４ｃの点灯数によって知ることができる。風量表示ランプ２４ｃが
、１つ点灯時は「弱」、２つ点灯時は「中」、３つ点灯時は「強」に設定されている。
　電源ボタン２４ａの上側には、首振りボタン２４ｄが配置されている。この首振りボタ
ン２４ｄを押し操作すると、首振りモータ３１が起動して本体部１０が一定の角度範囲で
左右に首振り動作する。本体部１０が左右に首振り動作することにより、送風範囲が左右
に拡大する。この首振り状態において、首振りボタン２４ｄをもう一度押し操作すると、
首振りモータ３１が停止して本体部１０の首振り動作が停止される。
　電源ボタン２４ａの向かって左側には、動作停止用のタイマーボタン２４ｅが配置され
ている。このタイマーボタン２４ｅを押し操作する回数によって、動作停止までの時間を
任意に選択して切り換えることができる。このオフタイマーの設定状態は、上側に横並び
状態で配置された３つのタイマーランプ２４ｆ～２４ｆによって報知される。タイマーラ
ンプ２４ｆが、１つ点灯時は「１時間」、２つ点灯時は「２時間」、３つ点灯時は「４時
間」に設定されている。オフタイマーが設定されていない連続運転状態では、タイマーラ
ンプ２４ｆ～２４ｆが三つとも消灯した状態となる。タイマーボタン２４ｅにより設定さ
れたタイマー設定状態は、電源ボタン２４ａの押し操作により本体部１０を停止させるこ
とによってもキャンセルされる。
【００１２】
　次に、図２に示すように台座本体２１の右側部には、交流１００Ｖを直流１５Ｖに変換
するためのＡＣ電源アダプタ（図示省略）を接続するアダプタ接続部２７が設けられてい
る。扇風機１は、バッテリパック２３から供給される直流電源（１４．４Ｖまたは１８Ｖ
）と、アダプタ接続部２７に接続したＡＣ電源アダプタによりＤＣ１５Ｖに変換される交
流電源（ＡＣ１００Ｖ）の双方に対応している（充交両用）。アダプタ接続部２７にＤＣ
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電源アダプタを接続すると、バッテリパック２３からの電源供給が自動的に遮断されて、
アダプタ接続部２７経由で電源が供給される。逆に、アダプタ接続部２７からＡＣ電源ア
ダプタを外すとバッテリパック２３からの電源供給に自動的に切り換わる。
【００１３】
　以上のように構成した本実施形態の扇風機１によれば、本体部１０が台座部２０に対し
て左右に首振り可能に設けられていることから、使用者がハンドル１５を把持する等して
当該扇風機１を浮かせてその設置向きをわざわざ変更する手間を掛けることなく、本体部
１０の送風向きを変更することができ、この点で当該扇風機１の使い勝手を高めることが
できる。
　しかも、本実施形態の首振り機構３０は首振りモータ３１を駆動源とする電動式（自動
式）であるので、首振りボタン２４ａをオン操作しておけば、その後使用者は何ら操作す
ることなく本体部１０を自動的に左右に一定の角度範囲で往復動させることができ、これ
により首振り機構を有しない従来の風向き固定式の扇風機に比してより広範囲な送風を実
現することができる。
　また、本実施形態の場合、本体部１０は前後傾動支軸部１４ａ（前後傾動支軸Ｊ１）を
中心にして前後に傾動可能であるので、その送風向きを上下に変更することもでき、これ
により一層広範囲に送風することができる。本体部１０の前傾姿勢又は後傾姿勢は、傾動
支軸部１４ａに組み込んだポジティブストップ機構により、任意の傾斜角度で位置保持で
きるようになっている。
　さらに、首振り軸線Ｊ０が、ガード部１３の結合面Ｊ２上に位置していることから、当
該本体部１０を最もコンパクトに回動させることができ、これにより狭いスペース内であ
っても当該扇風機１を首振り状態で利用することができる。
　また、比較的重量物であるバッテリパック２３の重心が首振り軸線Ｊ０に一致している
ので、転倒方向のモーメント若しくは振動等を発生させることなく安定した設置状態で本
体部１０の首振り動作を行うことができる。
　また、左右の脚部２２，２２が台座本体２１の左右側部から側方へ張り出す状態であっ
てバッテリパック２３の装着方向を含む鉛直面に直交する方向に張り出す状態に配置され
ていることから、バッテリパック２３の取り付け、取り外しの邪魔になることなく、また
、操作パネル２４の良好な操作性が確保されている。
　また、ガード部１３の背面側であって電動モータ１１の上部にハンドル１５が設けられ
ていることから、ガード部１３の上部に設けた場合に比して当該扇風機１を高さ方向にコ
ンパクト化することができる。また、本体部１０が前後傾動軸線Ｊ１を中心にして前後に
傾動可能であるので、当該前後傾動軸線Ｊ１よりも後方かつ上方に設けられたハンドル１
５を把持して当該扇風機１を持ち上げると、相対的に本体部１０が台座部２０に対して前
傾して当該扇風機１の重心がハンドル１５を把持した部位を通る鉛直線上に変位すること
から、使用者は当該扇風機１を重量バランスのよい安定した姿勢で楽に持ち運ぶことがで
きる。
【００１４】
　さらに、本実施形態の扇風機１によれば、電源としてのバッテリパック２３を台座本体
２１の正面側下面に設けたバッテリ装着凹部２１ａに装着する構成であり、かつその取り
付け、取り外しのためのスライド方向が設置面Ｆにほぼ沿った方向となっている。しかも
、台座本体２１と設置面Ｆとの間に使用者が手先を差し入れるための操作スペースＳが設
けられている。このため、ハンドル部１５を把持する等して当該扇風機１をわざわざ持ち
上げなくとも（設置状態のまま）、バッテリパック２３をバッテリ装着凹部２１ａから楽
に取り外し、逆にバッテリ装着凹部２１ａに楽に装着することができ、この点でも当該扇
風機１の操作性及び使い勝手を高めることができる。
　さらに、バッテリパック２３の装着部（端子部、スライドレール部）を上向きにして当
該バッテリパック２３を手の平に載せた状態で台座本体２１のバッテリ装着凹部２１ａに
対してスライドさせることにより装着することができるので、当該バッテリパック２３の
装着時の取り扱い性がよく、迅速かつ楽に装着することができる。
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　また、扇風機１は、バッテリパック２３により供給される、ＤＣ１４．４Ｖ（またはＤ
Ｃ１８Ｖ）と、アダプタ接続部２７に接続したＡＣ電源アダプタを経てＤＣ１５Ｖに変換
される交流１００Ｖとを切り換えて用いることができるので、当該扇風機１を室内で用い
る場合や屋外で用いる場合等の様々な場所でその使い勝手を一層高めることができる。
【００１５】
　以上説明した実施形態には種々変更を加えることができる。例えば、本体部１０の首振
り機構３０が、首振りモータ３１を駆動源とする電動式（自動首振り式）である場合を例
示したが、単に本体支軸部を介して左右に回動可能とした手動首振り式に変更してもよい
。係る手動首振り式であっても、当該扇風機を設置した状態のままで本体部の送風方向を
変更することができ、従来の固定式よりも使い勝手を高めることができる。
　また、本体部１０の前後傾動機能は省略してもよい。前後傾動機能を省略する場合には
、支持枠部１４を省略してガード部１３の下部に首振り用の本体支軸部を直接設ける構成
としてもよい。
　さらに、支持枠部１４を介して本体部１０を下方から支持する構成を例示したが、門型
の支持枠部に本体部を吊り下げるようにして支持する構成としてもよい。
　また、バッテリパック２３の装着位置は、例示したように台座本体２１の正面下部とす
る構成の他、その上面あるいは側部であってもよく、さらには本体部１０の背面側に装着
する構成としてもよい。バッテリパックは、例示したようにスライド装着式の他、差し込
み式等のその他の取り付け形態のものを用いる構成としてもよい。
【符号の説明】
【００１６】
Ｆ…設置面
１…扇風機
１０…本体部
１１…電動モータ
１２…羽根（ファン）
１３…ガード部、１３ａ…前ガード、１３ｂ…後ろガード
１４…支持枠部、１４ａ…傾動支軸部、１４ｂ…本体支軸部
１５…ハンドル
２０…台座部
２１…台座本体、２１ａ…バッテリ装着凹部
２２…脚部
２２ａ…上側方部、２２ｂ…上前後部、２２ｃ…縦部、２２ｄ…下前後部
２２ｅ…下側方部
２３…バッテリパック、２３ａ…取り外しボタン
２４…操作パネル
２４ａ…電源ボタン、２４ｂ…風量切り換えボタン、２４ｃ…風量表示ランプ
２４ｄ…首振りボタン、２４ｅ…タイマーボタン、２４ｆ…タイマーランプ
２５，２６…脚部ガード
２７…アダプタ接続部
３０…首振り機構
３１…首振りモータ
３２…偏心円板
３３…偏心ピン
３４…作動アーム、３４ａ…係合孔
Ｊ０…首振り軸線
Ｊ１…前後傾動軸線
Ｊ２…結合面
Ｓ…操作スペース
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